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謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

本
会
顧
問
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
吟
界
各
方
面
の
皆
様
、
新
し
い
年

を
迎
え
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
と
は
い
え
、
大
規
模
会
場
で
の
催
し
も
再

開
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
注
意
を
し
な
が
ら
、
感
染

に
気
を
付
け
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
五
年　

元
旦

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

会
長　

城　

戸　

城　

濤

厳
し
い
国
内
外
情
勢
の
中

　
　
　
我
が
錦
城
会
は

　
　
　
　
　
　
会
員
増
強
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

令
和
も
五
年
目
を
迎
え
、
元
号
の

呼
称
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
八
ヵ
月
だ
っ
た
令
和
元

年
暮
れ
の
頃
か
ら
襲
っ
て
き
た
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
広

が
り
は
今
な
お
猛
威
を
奮
っ
て
人
々

を
苦
し
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
こ
そ
は
、
令
和
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
清
ら
か
で
穏
や
か
な
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

と
は
申
せ
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
オ
イ
ル

危
機
と
言
っ
て
も
い
い
物
価
高
や
食

糧
危
機
、
は
た
ま
た
独
裁
色
を
強
め

る
習
近
平
国
家
主
席
率
い
る
中
国
の

動
向
、
や
た
ら
に
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち

続
け
る
北
朝
鮮
の
挑
発
行
動
等
々
、

気
の
休
ま
ら
な
い
世
界
情
勢
は
、
こ

こ
へ
来
て
益
々
深
刻
の
度
合
い
を
強

め
て
来
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
す
っ
か

り
弱
体
化
し
た
観
の
野
党
の
低
迷
の

お
陰
で
安
泰
を
誇
る
か
に
見
え
た
政

権
与
党
も
、
何
や
ら
自
滅
気
味
の
様

相
を
呈
し
て
き
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
誠
に
危
惧
す
べ
き
こ
と
と
考
え

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
状
況
も
、
当
初
の
闇
雲

に
恐
れ
お
の
の
い
て
い
た
頃
と
比
べ

れ
ば
、
対
処
法
も
治
療
法
も
格
段
の

進
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
事
は
誠
に
喜

ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
が
、
尚
ま

だ
油
断
の
出
来
な
い
状
況
で
あ
る
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
に
も
書
き
ま
し
た
が
「
恐
れ

過
ぎ
ず
さ
れ
ど
侮
ら
ず
」
の
精
神
で

こ
れ
か
ら
も
健
康
な
毎
日
を
送
っ
て

行
っ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
二
年
に
亘
り
中
止

の
止
む
な
き
に
至
っ
て
お
り
ま
し
た

全
国
大
会
を
名
古
屋
の
地
で
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
、
会
員
皆
様
の
ご
協

力
、
地
元
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
成

功
裏
に
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

師
範
吟
詠
発
表
会
も
二
月
の
京
都

で
の
開
催
は
中
止
の
止
む
な
き
に
至

り
ま
し
た
が
、
六
月
に
は
片
山
津
で

の
総
会
並
び
に
師
範
研
修
会
を
挙
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
本
部
大
会
は
、
九
月
四

日
に
福
岡
県
本
部
大
会
が
開
催
さ

れ
、
九
月
二
十
五
日
に
は
神
奈
川
県

本
部
が
故
丸
山
城
壮
宗
範
の
三
回
忌

を
追
善
す
る
記
念
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
五
月
十
五
日
に
は
滋
賀

県
湖
南
地
区
が
、
十
二
月
四
日
に
は

滋
賀
県
湖
東
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
大
会

を
開
催
す
る
等
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
出
来
な
か
っ
た
催
し
が
少

し
ず
つ
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

勿
論
コ
ロ
ナ
対
策
は
万
全
に
取
っ

た
上
で
の
事
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
対

処
法
も
分
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
、
本
年
は
ま
す
ま
す
各
種
の
催
し

物
が
数
多
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
冒
頭
に
も
述
べ

ま
し
た
が
国
内
外
の
情
勢
は
全
く
予

断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
一
年
に
な
る

で
あ
ろ
う
こ
と
は
覚
悟
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
我
が
錦
城
会
は
永

遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
会
員
増
強
に
本

格
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
年
々
減

少
す
る
会
員
数
を
眺
め
る
に
付
け
常

務
理
事
会
・
理
事
会
で
も
議
論
を
重

ね
て
は
き
ま
し
た
が
、
中
々
こ
れ
と

言
っ
た
対
策
に
は
到
達
し
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
は
、
若
い
力
、
い
や
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
、
新
し
い
発
想
で
の
展

開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
今
年
こ
そ
は
、
そ
う
い
っ
た
仲

間
を
本
部
に
招
い
て
自
由
な
立
場
で

議
論
し
て
頂
き
広
報
・
宣
伝
や
指
導

体
制
の
事
な
ど
、
専
務
理
事
を
中
心

に
会
議
を
開
催
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
お
声
が
か
か
り

ま
し
た
ら
是
非
積
局
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
な
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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相
談
役	

山
元
錦
城
（
東　

京
）

同	

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

最
高
諮
問
委
員	

高
橋
城
伸
（
広　

島
）

同	

山
元
錦
隆
（
東　

京
）

同	

村
瀬
城
博
（
愛　

知
）

同	

林　

錦
馨
（
長　

崎
）

副
会
長	

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

同	

金
子
城
大
（
埼　

玉
）

専
務
理
事	

草
彅
城
輝
（
東　

京
）

常
務
理
事	

土
師
城
皓
（
神
奈
川
）

同	

高
羽
城
幹
（
神
奈
川
）

同	

佐
藤
錦
杲
（
神
奈
川
）

理　

事	

今
井　

勝
（
東　

京
）

同	

東
本
錦
怜
（
福　

岡
）

同	

村
山
城
機
（
東　

京
）

同	

古
賀
城
暎
（
佐　

賀
）

同	

西
川
錦
洸
（
広　

島
）

同	

竹
崎
錦
里
（
道　

南
）

同	

遠
藤
城
啓
（
東　

京
）

同	

吉
本
城
川
（
鹿
児
島
）

同	

堀
川
城
怨
（
滋　

賀
）

同	

鍛
治
錦
代
（
愛　

知
）

同	

後
藤
錦
曜
（
長　

崎
）

理　

事	

林　

錦
枝
（
滋　

賀
）

同	

佐
藤
城
孝
（
神
奈
川
）

同	

藤
田
錦
信
（
宮　

城
）

同	

毎
熊
城
明
（
長　

崎
）

同	

土
田
城
絋
（
滋　

賀
）

監　

事	

岩
田
城
龍
（
東　

京
）

同	

大
内
城
晃
（
茨　

城
）

参　

与	

本
間
城
楓
（
道　

央
）

同	

芹
澤
城
征
（
福　

島
）

同	

海
野
錦
麗
香
（
茨　

城
）

同	

金
子
錦
要
（
埼　

玉
）

同	

和
田
錦
堯
（
東　

京
）

同	

石
原
城
興
（
神
奈
川
）

同	

深
水
城
實
（
静　

岡
）

同	

若
月
城
嗣
（
愛　

知
）

同	

宮
川
城
広
（
滋　

賀
）

同	

塩
川
錦
晃
（
大　

阪
）

同	

沖
浦
城
昭
（
広　

島
）

同	

山
本
城
勘
（
山　

口
）

同	

益
田
城
真
（
福　

岡
）

同	

飯
田
城
英
（
大　

分
）

同	

山
下
城
音
（
長　

崎
）

同	

吉
松
城
勇
（
宮　

崎
）

衆

議

院

議

員

元

衆

議

院

議

員

筑
前
琵
琶
橘
流
日
本
橘
会
会
長

（
株
）日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
社
長

麻　
　

生　
　

太　
　

郎

久　
　

間　
　

章　
　

生

橘　
　
　
　
　

旭　
　

宗

水　
　

島　
　
　
　
　

総

顧　
　

問
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会　

長　
　

城　

戸　

城　

濤

迎　　　春
元        旦
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秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
令
和
４
年
９

月
25
日
、
松
浦
市
に
お
い
て
、「
北

松
地
区
吟
詠
交
流
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。松
浦
市
は
、古
く
か
ら「
元
寇
」

の
土
地
と
し
て
知
ら
れ
、
元
寇
歴
史

館
等
も
あ
り
、
鷹
島
町
で
は
、
元
の

軍
艦
の
錨
な
ど
も
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

北
松
地
区
交
流
会
は
、
会
員
相
互

親
睦
を
深
め
る
目
的
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
、
北
松
地
区
（
松
浦
、
吉
井
、

佐
々
、
鹿
町
、
江
迎
、
田
平
、
平
戸
）

各
支
部
共
催
の
恒
例
行
事
で
あ
り
、

本
来
で
あ
れ
ば
第
21
回
と
な
る
の
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
令
和
元
年

よ
り
３
年
間
に
わ
た
り
、
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

開
催
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
議
論
を

重
ね
て
来
ま
し
た
が
、
会
員
の
中
か

ら
も
開
催
に
つ
い
て
強
い
要
望
も
あ

り
、
又
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
を
見

せ
て
き
た
の
で
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
者
全
員
の
徹
底
し

漢
詩
一
般
一
部
の
有
原
裕
絵
様

が
、
優
勝
を
獲
得
す
る

　

錦
秋
の
紅
葉
狩
り
の
好
季
節
の
、

11
月
23
日
、
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
勝
大

会
が
、
石
川
県
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
区
の
予
選
会
を
乗
り
越

え
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
さ

れ
て
の
出
場
と
な
り
、
会
場
内
は
緊

迫
し
た
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

詩
吟
朗
詠
錦
城
流
宗
家
山
元
錦
城
先

生
の
ご
臨
席
を
頂
き
、錦
城
会
か
ら
、

８
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

漢
詩
・
一
般
一
部　
有
原
裕
絵（
埼
玉
）

漢
詩
・
一
般
四
部　
木
屋
吉
弘（
東
京
）

　
　
　
〃　　
　
　

平
川
智
久（
広
島
）

　
　
　
〃　　
　
　

林　

清
隆（
埼
玉
）

　
　
　
〃　　
　
　

菊
池
愼
一
郎（
茨

城
）

短
歌
・
一
般
の
部 

佐
藤
法
子（
神
奈

川
）

詩
舞
・
一
般
二
部 

藤
井
美
由
紀
（
広

島
）

詩
舞
・
一
般
三
部 

坂
口
由
美
子
（
広

島
）

　

審
査
委
員
に
、
吟
詠
の
部
は
、
金

子
城
大
先
生
、
剣
詩
舞
の
部
は
、
西

川
緑
惠
先
生
が
務
め
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、
漢
詩
一
般
一
部

の
有
原
裕
絵
様
が
優
勝
、
一
般
四
部

の
、
第
９
位
に
菊
池
槇
一
郎
様
が
、

審
査
員
特
別
賞
に
は
、木
屋
吉
弘
様
、

平
川
智
久
様
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

本
年
の
『
文
部
科
学
大
臣
賞
』『
石

川
県
知
事
賞
』『（
公
財
）日
本
伝
統
文

化
振
興
財
団
賞
』
を
決
め
る｢

出
場

者
区
分｣
別
の
優
勝
者
に
よ
る
吟
詠

の
部
優
勝
者（
幼
少
年
の
部
を
除
く
）

６
名
剣
舞
詩
舞
の
部
優
勝
者
８
名
で

本
決
戦
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
本

決
戦
に
、
優
勝
の
有
原
裕
絵
様
が
出

場
し
ま
し
た
が
、
審
査
の
結
果
は
、

吟
詠
の
部
で
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し
た

皆
様
方
も
来
年
を
期
待
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
開
催
地
、
日
伝
吟
北
陸
地

区
本
部
会
長
黒
澤
晄
藍
先
生
、
事
務

局
長
万
代
呂
紫
龍
先
生
を
始
め
、
役

員
・
委
員
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で
は
、

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
を
８
地
区
（
北
海

道
・
関
東
・
北
陸
・
中
部
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
・
九
州
）
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
地
区
予
選
会
に

技
量
の
一
助
に
出
場
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大

第
三
十
一
回
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

　
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
決
勝
大
会
で
入
賞
す
る

第
18
回
北
松
地
区
吟
詠
交
流
会
の
開
催

た
感
染
対
策
を
行
い
開
場
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
も
３
年
越
し
の
開
催

と
あ
っ
て
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
、
お
互
い
の
近
況
を
話
し
て
い
る

う
ち
に
開
催
時
刻
を
迎
え
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し
、「
富

士
山
」
の
大
合
吟
の
後
、空
手
道
「
拳

城
館
」
の
師
範
２
名
に
よ
る
流
祖
の

「
漫
述
」
の
吟
に
合
わ
せ
て
空
手
の

演
舞
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
吟
詠
発

表
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
に
入
会
さ
れ
た
会
員

さ
ん
も
含
め
、久
々
の
発
表
の
場
で
、

緊
張
感
の
中
に
も
、
こ
の
３
年
間
蓄

え
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
に
吟

詠
に
注
ぎ
、
力
一
杯
の
発
表
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、プ
ロ
グ
ラ
ム
途
中
に
は
、

詩
舞
道
錦
城
流
の
皆
さ
ん
方
に
よ
る

「
峨
眉
山
月
歌
」、「
山
行
」、「
探
春
」

そ
し
て
「
山
中
月
」
の
４
題
の
詩
舞

を
演
じ
て
頂
き
、会
場
に
華
を
添
え
、

盛
会
の
う
ち
に
交
流
会
の
幕
を
閉
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
食
事
会
を

開
催
し
、会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

錦
城
会
の
「
絆
」
の
強
さ
を
再
確
認

す
る
と
共
に
、「
ま
ず
は
、
あ
な
た

か
ら
声
か
け
を
」を
合
言
葉
と
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
会
員
確
保
に
努
め

る
と
共
に
、
お
互
い
の
健
康
と
来
年

の
再
会
を
誓
い
合
っ
て
、
第
18
回
の

交
流
会
を
閉
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

（
江
迎
支
部　

大
橋
城
旭
）

新
入
会
員
の
紹
介

（
10
／
17
〜
11
／
25
）　 

足
立
支
部　

安
森
昭
子　

設
楽
ふ
さ

ゑ　
多
度
支
部　

服
部
清
美

垂
水
道
場　

和
田
絹
子　

気
仙
沼
支
部　

菊
田
惠
子

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

４
・
10
・
16
よ
り

４
・
11
・
20
ま
で

10
月
22
～
24
日　

広
島
県
本
部
の
師

範
指
導
と
昇
格
審
査

　
　

27
～
28
日　

第
６
回
最
高
指
導

者
研
修
会

11
月
５
～
６
日　

北
海
道
道
央
本
部

の
講
習
研
修
会

　
　

13
日　

静
岡
県
本
部
の
講
習
研

修
会
と
昇
格
審
査
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10
月
９
日
・
10
日
に
か
け
て
、
日

野
支
部
・
蒲
生
支
部
合
同
の
吟
行
会

が
開
催
さ
れ
、
18
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
じ
め
て
の
開

催
で
あ
り
、
一
泊
二
日
の
バ
ス
旅
行

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
時
期
に
外
泊
す
る
こ
と
に
多
少
の

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
意
を
決

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た

全
国
大
会
に
参
加
。
各
地
か
ら
集
わ

れ
た
会
員
の
皆
様
と
、
短
い
リ
ハ
ー

サ
ル
の
後
に
合
吟
を
す
る
の
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
は
、
大
変
ご
苦
労
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
の
一

つ
は
、
若
い
ア
メ
リ
カ
人
の
男
性
二

人
と
共
に
吟
じ
た
こ
と
で
す
。
詩
吟

に
関
心
を
持
っ
て
学
ぼ
う
と
い
う
外

国
人
が
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
改
め
て

日
本
人
と
し
て
自
国
の
伝
統
文
化
や

歴
史
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
脳
の
手
術
後
、
目
が
よ
く

見
え
な
い
と
い
う
中
、
拡
大
鏡
を

持
っ
て
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、

ご
家
族
の
方
が
気
遣
っ
て
控
室
の
前

ま
で
同
行
さ
れ
て
い
た
姿
が
大
変
心

に
残
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
海
外
で
の
戦

争
も
収
束
せ
ず
、
日
本
で
も
テ
ロ
が

日
野
支
部
・
蒲
生
支
部合

同
吟
行
会

起
こ
る
な
ど
、
過
去
の
悲
惨
な
歴
史

が
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
時
代
に
、
様
々
な
立
場
で
参

加
さ
れ
た
人
た
ち
が
心
を
合
わ
せ
、

歴
史
を
率
い
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
先

人
た
ち
の
思
い
を
受
け
止
め
、
こ
の

試
練
の
と
き
を
共
に
乗
り
越
え
て
行

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

知
多
半
島
の
活
魚
の
旅
館
で
一
泊

し
た
翌
日
は
、
雨
模
様
の
天
気
が
回

復
。
一
行
は
三
重
県
の
「
な
ば
な
の

里
」
を
訪
れ
、
ベ
ゴ
ニ
ア
ガ
ー
デ
ン

な
ど
華
麗
な
花
々
が
咲
き
乱
れ
る
公

園
を
散
策
し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
暖

か
な
日
差
し
の
も
と
、
日
頃
味
わ
う

こ
と
の
で
き
な
い
心
洗
わ
れ
る
癒
し

の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
卒
寿

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
木
村
城
月
先

生
の
車
い
す
を
押
し
な
が
ら
、
園
内

を
溌
剌
と
回
ら
れ
て
い
た
奥
村
城
志

支
部
長
の
姿
に
心
が
和
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
野
支
部
・
蒲
生
両
支

部
の
支
部
長
さ
ま
は
じ
め
、
お
世
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
・
会
員

の
皆
様
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
日
野
支
部　

神
山
城
理
）

地
域
中
学
校
文
化
祭
に
参
加
出
演
し
て

福
岡
中
央
道
場　

松
山
錦
聖

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

10
月
20
日
、
私
は
福
岡
県
那
珂
川

市
の
那
珂
川
北
中
学
校
の
文
化
発
表

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
回
覧
板
に
目
を
止
め
た
主
人
が
、

参
加
を
勧
め
て
く
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
こ
の
中
学
校
で
は
、
日

頃
よ
り
保
護
者
や
地
域
の
方
と
生
徒

が
共
に
学
ぶ
「
大
人
参
加
型
授
業
」

を
行
っ
て
い
て
、
そ
の
発
表
の
場
と

し
て
、
こ
の
発
表
会
を
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
、

行
事
は
こ
と
ご
と
く
中
止
と
な
り
、

今
回
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
私
を
含
め
２
組
で

し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
様
子
で
、
明
る
く
元

気
で
パ
ワ
ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
発
表
で
は
、「
大
人
参

加
型
授
業
」の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

か
ら
カ
ラ
オ
ケ
を
習
っ
て
い
る
よ
う

で
、
ひ
と
学
年
か
ら
５
名
ほ
ど
の
生

徒
が
、
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
カ
ラ

オ
ケ
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
詩
吟
と
和

歌
…
果
た
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
？
と
少
し
不
安
で
し
た
が
、
東
本

先
生
の
ご
指
導
を
頂
き
、自
信
を
持
っ

て
臨
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

和
歌
は
、「
秋
風
に
た
な
び
く
…
」、

詩
吟
は
「
山
中
月
」、
共
に
季
節
に

合
わ
せ
て
生
徒
た
ち
に
分
か
り
易
い

も
の
を
選
択
し
、
詩
の
解
説
も
添
え

ま
し
た
。
中
学
校
の
先
生
方
は
、
詩

吟
と
和
歌
の
説
明
も
し
て
下
さ
り
、

更
に
は
、
生
徒
た
ち
の
聞
く
姿
勢
、

態
度
も
素
晴
ら
し
く
、
学
校
全
体
が

一
丸
と
な
っ
て
発
表
会
に
力
を
入
れ

て
い
る
事
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
私

も
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
、
異
例
の

雰
囲
気
の
中
で
し
た
が
、
日
頃
の
お

稽
古
の
成
果
が
出
せ
た
気
が
し
ま
す
。

　

温
か
な
拍
手
と
生
徒
さ
ん
や
先
生

方
か
ら
、
お
褒
め
の
言
葉
を
た
く
さ

ん
頂
き
、
普
段
の
吟
詠
会
で
は
味
わ

う
事
の
出
来
な
い
感
動
を
覚
え
、
大

変
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

校
長
先
生
と
教
頭
先
生
が
挨
拶
に

来
ら
れ
た
の
で
、
錦
城
流
と
初
代
宗

家
・
山
元
錦
城
先
生
の
話
も
お
伝
え

し
た
と
こ
ろ
、『
来
年
も
発
表
会
に

参
加
し
て
頂
き
た
い
し
、
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
も
ご
協
力
願

い
た
い
の
で
、
来
春
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
是
非
参
加
し
て
頂

き
た
い
』
と
の
事
で
し
た
。

　

日
頃
か
ら
錦
城
流
や
詩
吟
と
琵
琶

の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
た
い
と

思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
出
来
な

い
と
諦
め
て
い
る
自
分
が
居
り
ま
し

た
。
で
も
、
小
さ
な
チ
ャ
ン
ス
は
、

周
り
に
沢
山
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
発
信
す
る
事
を
常
に
忘
れ
ず
に

い
れ
ば
、
予
想
も
し
な
い
ラ
ッ
キ
ー

な
情
報
が
飛
び
込
ん
で
来
る
も
の
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
、

自
身
の
吟
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
、

私
に
与
え
ら
れ
た
「
志
事
」
は
、
最

善
を
尽
く
し
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

多
く
の
世
代
の
人
達
に
、
錦
城
流
の

詩
吟
と
和
歌
そ
し
て
琵
琶
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
て
行
け
る
よ
う
に
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

私
一
人
で
は
気
付
け
な
か
っ
た
回

覧
板
の
小
さ
な
情
報
を
教
え
て
く
れ

た
主
人
と
、
こ
の
よ
う
な
発
表
の
場

を
作
っ
て
下
さ
っ
た
那
珂
川
北
中
学

校
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

ま
ず
は

あ
な
た
か
ら　
声
か
け
を

（
会
員
増
強
の
た
め
の　

声
か
け
推
進
標
語)

（
錦
城
会
員
向
け
）
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表
題
は
少
々
大
げ
さ
な
表
現
で
す

が
、
10
月
29
日
（
土
）
青
森
県
平
内

町
で
開
催
さ
れ
た
『
第
8
回
平
内
ま

つ
り
』
に
道
南
本
部
か
ら
3
名
が
出

演
し
ま
し
た
。
道
南
本
部
・
専
務
理

事
の
村
上
城
修
先
生
か
ら
、
村
上
先

生
が
居
住
し
て
お
り
道
場
も
開
設
し

て
い
る
青
森
県
平
内
町
の
文
化
祭
に

剣
舞
と
し
て
の
出
演
の
依
頼
が
あ

り
、そ
れ
に
応
じ
る
形
で
『
少
年
吟
』

の
出
演
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
村
上

先
生
か
ら
快
諾
を
頂
き
、
実
現
し
ま

し
た
。

　

平
内
道
場
と
し
て
、村
上
先
生
は
、

　

令
和
４
年
10
月
23
日
（
日
）
～
24

日
（
月
）
に
、
晴
天
に
恵
ま
れ
て
、

約
２
年
半
ぶ
り
に
「
大
阪
府
本
部
秋

の
温
習
会
」
を
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
有
馬
・
兵
衛
の
「
向
陽
閣
」
で
行

い
ま
し
た
。

　

有
馬
温
泉
へ
の
往
路
は
、
電
車
、

バ
ス
な
い
し
自
動
車
便
乗
に
よ
っ

て
、
午
後
１
時
ま
で
に
集
合
場
所
の

「
向
陽
閣
」
に
参
加
者
全
員
が
無
事

に
到
着
し
ま
し
た
。

　

温
習
会
は
、
午
後
１
時
30
分
か
ら

始
ま
り
、
第
一
部
は
個
人
吟
詠
を
行

い
、
第
二
部
は
４
人
で
の
合
吟
を
行

い
ま
し
た
。
個
人
吟
詠
で
は
、
吟
じ

る
前
に
、
吟
題
、
作
者
名
、
そ
し
て
、

詩
の
意
味
を
知
る
た
め
に
、
詩
を
朗

読
し
て
か
ら
吟
じ
ま
し
た
。

有
馬
温
泉
　
秋
の
温
習
会

　

午
後
４
時
こ
ろ
に
温
習
会
を
終
わ

り
、
待
ち
に
待
っ
た
懇
親
会
で
す
。

部
屋
に
入
っ
て
か
ら
「
金
の
湯
、
銀

の
湯
」
で
ひ
と
風
呂
浴
び
て
、
懇
親

会
場
へ
行
き
、
午
後
５
時
半
か
ら
懇

親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

の
懇
親
会
、
宴
会
と
あ
っ
て
、
皆
さ

ん
大
い
に
飲
み
、
歌
い
、
各
教
室
の

皆
さ
ん
と
話
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
半
に
宴
会
が
終
わ
っ

て
、
各
自
部
屋
に
入
っ
て
落
ち
着
い

た
こ
ろ
に
、一
つ
の
部
屋
に
集
ま
り
、

夜
遅
く
ま
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
帰
り
で
す
。「
向
陽
閣
」

を
後
に
し
て
、
も
ら
っ
た
ク
ー
ポ
ン

券
で
お
土
産
を
買
い
、
自
動
車
で
来

た
人
は
、
黒
枝
豆
を
買
う
た
め
に
丹

波
篠
山
に
行
き
、
電
車
や
バ
ス
で
来

た
人
は
、
ま
た
、
電
車
や
バ
ス
で
初

秋
の
景
色
を
見
な
が
ら
、
全
員
無
事

に
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。

　

神
戸
の
皆
様
に
は
、会
場
の
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
の
全
国
旅
行
割
や

ク
ー
ポ
ン
券
の
手
続
き
、
部
屋
割
り

等
で
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
一
泊

で
温
習
会
を
し
た
い
と
思
い
な
が

ら
・
・
・
・

（
大
阪
府
本
部　

久
保
城
幸
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

道
南
本
部
青
年
部

青　

森　

遠　

征

大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
に

ち
な
ん
だ
吟
と
剣
舞
吟
の
2
題
、
道

南
本
部
所
属
の
竹
内
光
汰
君
は
、
一

般
の
人
に
良
く
知
ら
れ
た
詩
吟
で
あ

る
『
題
不
識
庵
撃
機
山
図
』
を
吟
じ

ま
し
た
。

　

普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
剣
舞

や
少
年
吟
に
会
場
は
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
ま
た
来
年
の
参
加
を
約
束

し
、
大
き
な
拍
手
の
中
、
終
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
演
に
あ
た
り
、
道
南
本

部
か
ら
旅
費
の
一
部
と
い
う
こ
と

で
、
後
援
を
頂
き
ま
し
た
。
と
い
う

の
も
、
道
南
本
部
で
は
、
青
年
部
と

い
う
組
織
体
が
ま
だ
存
続
し
て
お

り
、
年
間
の
事
業
計
画
の
中
に
『
青

年
部
へ
の
後
援
』
と
い
う
文
言
が

残
っ
て
お
り
ま
す
。
青
年
部
へ
の
後

援
と
い
う
こ
と
で
了
承
を
頂
き
ま
し

た
道
南
本
部
長
・
竹
崎
錦
里
先
生
に

は
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
6
月
に
行
わ
れ
た
『
日
本
伝

統
文
化
吟
友
会
コ
ン
ク
ー
ル
北
海
道

予
選
』
に
出
場
以
来
、
人
前
で
吟
じ

る
こ
と
に
多
少
な
り
と
も
喜
び
を
覚

え
た
青
年
部
員
（
少
年
会
員
）
に
一

つ
で
も
多
く
の
出
場
機
会
を
と
の
思

い
で
今
回
の
出
場
を
企
画
致
し
ま
し

た
。

　

全
国
の
各
組
織
体
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
若
い
会
員
の
方
が
行
動
を
お

こ
さ
れ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
後

援
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
い
ま
し

て
、
こ
の
度
の
ご
報
告
と
い
た
し
ま

す
。　
　

（
道
南
本
部　

竹
内
城
泉
）

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
５
年
１
月
〜
５
年
３
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

♦
第
二
回
指
導
者
講
習
・
研
修
会

・
３
月
２
日
（
木
）
～
３
日
（
金
）

・
開
催
地　

福
岡
県
春
日
市

♢
詩
舞
道
錦
城
流
第
13
回
全
国
大
会

・
４
月
27
日
（
木
）

・
開
催
地　

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

錦
友
３
１
１
号
（
前
号
）
の
（
３
）

頁
３
段
目
の
「
樋
口
一
葉
幻
想
」
の

記
事
の
中
の

一　

君
か
つ
て

　
　

こ
の
細
き
道　

行
き
し
か
と

　
　

両
足
速
き　

街
並
を
過
ぐ

の
両
足
は
「
雨
足
」
の
間
違
い
で
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
Ｓ
）

お
詫
び
と
訂
正
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晴
れ
の
ラ
ン
チ
会
」
の
幕
開
け
と

な
っ
た
・
・
・
と
喜
ん
で
頂
き
、
こ

ち
ら
も
錦
城
流
の
良
い
Ｐ
Ｒ
の
場
と

な
っ
た
こ
と
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信

チ
ラ
シ
配
布
も
含
め
）
美
味
し
い
ラ

ン
チ
も
含
め
、
満
腹
、
満
足
の
良
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

因
み
に
、
出
演
者
は
、
東
本
錦
怜
、

江
口
錦
道
、
勝
野
錦
喜
、
松
山
錦
聖
、

田
中
錦
嶺
花
の
５
名
で
し
た
。

（
福
岡
県　

東
本
錦
怜
）

　

ラ
ン
チ
会
と
は
、
地
元
大
野
城
市

議
会
議
員
の
平
田
不
二
香
さ
ん
を
ラ

ン
チ
を
食
べ
乍
ら
、
出
会
い
を
楽
し

み
乍
ら
応
援
し
大
野
城
市
を
盛
り
上

げ
て
行
こ
う
会
‼
で
す
。

　

地
元
井
上
賢
吾
県
議
会
議
員
、
井

本
宗
司
市
長
の
ご
あ
い
さ
つ
の
後
、

錦
城
会
福
岡
県
本
部
の
東
本
門
下
５

名
で
の
「
日
本
賛
歌
」
を
ご
披
露
さ

吟
行
会
　

石
川
丈
山
を
訪
ね
て

石
山
支
部　

杉
田
錦
瑛

　

錦
城
会
全
国
大
会
に
参
加
す
る
に

際
し
、
会
場
の
玄
関
ま
で
親
切
に
対

応
し
て
頂
け
る
バ
ス
会
社
を
探
し
て
、

石
山
支
部
の
出
吟
者
を
募
り
名
古
屋

大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

特
別
番
組
を
含
め
久
し
振
り
に
素

晴
ら
し
い
舞
台
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
会
員
一
同
感
激
の
も
と
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
愛
知
県
の
ご
縁
を
い
た
だ

き
感
動
冷
め
や
ら
ぬ
11
月
5
日
に
石

山
支
部
と
し
て
久
し
振
り
で
は
あ
り

ま
す
が
『
石
川
丈
山
を
訪
ね
て
』
と

丈
山
苑
へ
の
吟
行
会
を
企
画
致
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
少
人
数
で
し
た
が

開
催
す
る
こ
と
に
決
定
。

　

先
ず
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
、
静

か
な
佇
ま
い
か
ら
正
門
へ
、
入
館
後 丈山苑

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
縁
側
で
丈
山
先
生

が
愛
し
た
抹
茶
を
い
た
だ
き
、
静
か

な
気
分
で
お
庭
を
堪
能
致
し
ま
し
た
。

　

丈
山
先
生
の
銅
像
の
前
で
、『
富

士
山
』
を
大
き
な
声
で
合
吟
し
全
員

ス
ッ
キ
リ
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
11
月
19
日
開
催

予
定
の
「
も
り
や
ま
市
民
活
動
フ
ェ

ス
タ
」
発
表
の
吟
を
マ
ス
ク
着
用
し

な
が
ら
の
練
習
を
。

　

お
昼
は
「
魚
太
郎
蔵
の
ま
ち
」
で

海
鮮
料
理
を
満
喫
し
ま
し
た
。
元
気

だ
っ
た
会
員
も
移
動
の
時
は
充
実
感

で
ウ
ト
ウ
ト
さ
れ
る
場
面
も
。

　

次
は
、
千
代
保
稲
荷
神
社
（
通
称

お
ち
ょ
ぼ
稲
荷
）
へ
参
拝
。

　

欲
張
り
な
皆
さ
ん
は
、
皆
の
健

康
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
、
世
界
の
安

全
、
景
気
の
回
復
を
祈
り
、
参
拝
後

色
々
な
お
店
が
並
ぶ
参
道
に
て
お
楽

し
み
の
お
買
い
物
を
。
美
味
し
そ
う

な
柿
を
大
き
な
箱
で
購
入
す
る
人
、

早
々
と
お
正
月
用
に
と
豆
類
を
買
い

求
め
る
人
、『
楽
し
い
ね
！
』
と
洋

品
店
を
次
々
と
見
て
回
る
人
、
最
後

に
草
餅
を
お
土
産
に
、
や
っ
と
バ
ス

に
乗
車
、
空
い
て
い
た
席
は
お
土
産

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

帰
路
の
バ
ス
で
も
う
一
度
、
吟
詠

発
表
の
練
習
。
外
は
眩
し
い
夕
焼
け

（
夕
陽
）、
楽
し
い
一
日
へ
の
感
謝
と

明
日
も
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と

祈
り
帰
宅
。

　

３
年
ぶ
り
の
吟
行
会
に
皆
満
足
気

で
し
た
。「
吟
の
上
達
も
お
願
い
し

て
き
た
わ
！
」
と
い
う
人
も
あ
り
、

お
稲
荷
さ
ん
が
そ
ん
な
願
い
も
聞
い

て
下
さ
る
な
ら
、
そ
ん
な
嬉
し
い
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
回
に
渡
り
愛
知
県
へ
の
バ
ス
旅

行
。
令
和
５
年
は
滋
賀
県
で
の
全
国

大
会
開
催
で
す
。

　

皆
様
お
揃
い
で
お
越
し
頂
き
ま
す

様
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

千代保稲荷

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

ふ
じ
か
晴
れ
ラ
ン
チ
会
に
て

　

新
体
詩
「
日
本
讃
歌
」
を
詠
う

丈山先生銅像前にて

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
故
松
尾
城
州
先

生
作
詞
の
北
か
ら
南
迄
の
日
本
の
風

景
と
叙
情
を
口
語
体
で
、
そ
の
詩
文

に
ぴ
っ
た
り
の
、
山
元
錦
城
宗
家
の

作
曲
、
一
般
の
方
々
に
聞
い
て
頂
く

に
は
と
て
も
良
い
曲
だ
と
思
い
、
選

曲
し
ま
し
た
。
二
百
三
十
名
の
会
場

に
ご
参
集
の
皆
様
を
包
み
込
ん
で
頂

き
、「
幸
先
の
良
い
、
正
に
ふ
じ
か

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

い
ろ
は
に
ほ
へ
と
（
色
は
匂
へ
ど
）

　（
す
べ
て
）
美
し
く
照
り

　
映
え
て
い
て
も
、

ち
り
ぬ
る
を
（
散
り
ぬ
る
を
）

　
や
が
て
散
り
衰
え
て

　
し
ま
う
も
の
だ
。

わ
か
よ
た
れ
そ
（
我
が
世
誰
ぞ
）

　
こ
の
世
に
だ
れ
が
（
何
が
）

つ
ね
な
ら
む
（
常
な
ら
む
）

　
常
住
な
も
の
が
あ
ろ
う
か
。

う
ゐ
の
お
く
や
ま
（
有
為
の
奥
山
）

　
は
か
な
く
移
り
変
わ
る

　
奥
山
（
現
象
の
世
界
）
を

け
ふ
こ
え
て
（
今
日
も
越
え
て
）

　
今
日
越
え
て
（
超
越
し
て
）、

あ
さ
き
ゆ
め
み
し
（
浅
き
夢
見
じ
）

　
浅
い
（
浮
つ
い
た
）

　
夢
は
見
ま
い
。

ゑ
ひ
も
せ
ず
（
酔
ひ
も
せ
ず
）

　
酔
っ
た
よ
う
な
生
涯
は

　
過
ご
す
ま
い
。

江
戸
い
ろ
は
か
る
た
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「
小
田
さ
ん
、
竹
あ
か
り
の
開
催
中

小
倉
城
庭
園
で
詩
吟
の
会
を
し
て
み

な
い
？
」「
お
お
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
是
非
に
是
非
に
！
」

　

北
九
州
市
内
外
、
福
岡
県
外
か
ら

も
来
訪
者
の
あ
る
「
小
倉
城
竹
あ
か

り
」
北
九
州
の
秋
の
夕
べ
を
彩
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

９
月
に
開
催
し
た
県
大
会
会
場
に

竹
灯
籠
を
飾
ら
せ
て
戴
い
た
ご
縁
で

お
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。
実
は
こ
の

よ
う
な
機
会
を
待
っ
て
い
た
自
分
が

居
ま
す
。
会
員
数
の
激
減
、高
齢
化
、

コ
ロ
ナ
禍
・
・
・
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
、
ど
う
し
た
ら
次
世
代
に

バ
ト
ン
を
渡
せ
る
か
、
先
生
方
に
お

声
を
掛
け
て
戴
く
た
び
、
そ
う
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
ご
縁
を
紡
い
で
紡
い
で
の

こ
の
機
会
、
決
し
て
逸
し
て
な
る
も

の
か
、
そ
ん
な
思
い
で
お
返
事
を
し

た
の
で
す
。
開
催
あ
り
き
の
「
先
生

方
が
無
理
な
ら
自
分
一
人
で
も
や
っ

て
や
る
！
」
の
お
返
事
で
す
。
え

い
、
ま
ま
よ
。
東
本
本
部
長
に
、
思

い
の
丈
を
し
た
た
め
た
熱
意
だ
け
の

お
手
紙
を
お
渡
し
し
た
の
が
、
開
催

の
一
ヵ
月
と
10
日
前
で
し
た
。
幸
せ

な
こ
と
に
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
の
一

言
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

本
部
長
、
吉
澤
相
談
役
、
福
田
理

事
と
４
名
で
庭
園
に
伺
っ
た
帰
り
に

は
、
演
目
が
ど
ん
ど
ん
決
ま
り
、
と

て
も
わ
く
わ
く
し
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
リ
モ
ー
ト
で

の
打
ち
合
わ
せ
で
し
た
が
、
無
事
に

11
月
４
日
、
開
催
当
日
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

書
院
棟
の
大
広
間
と
池
の
中
の
浮

島
と
の
二
元
演
目
、
目
線
の
変
わ
る

楽
し
さ
。
琵
琶
「
茶
絃
録
」
中
の
香

炉
か
ら
の
茶
の
香
り
、
五
感
で
楽
し

む
仕
掛
け
。
何
よ
り
凛
と
し
た
晩
秋

の
夜
、
や
わ
ら
か
な
灯
り
の
中
と
い

う
幽
玄
な
る
環
境
。
素
晴
ら
し
い
会

で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
す
べ
て
、
ご
参
集
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
の
熱
意
と
、
ご
縁
を

下
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
触
れ
て

も
ら
う
、
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
し
て

趣
味
を
持
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、

そ
の
中
か
ら
吟
道
を
選
ん
で
も
ら
う

一
助
と
な
れ
ば
何
よ
り
で
す
。
一
つ

目
標
は
達
成
さ
れ
た
の
で
は
、
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
今
後

も
多
く
持
つ
こ
と
が
、
今
後
の
課
題

で
す
。「
坐
し
て
待
つ
よ
り
、
打
っ

て
出
よ
」
皆
様
の
鑑
賞
に
耐
え
得
る

実
力
を
つ
け
る
べ
く
、
今
後
も
ま
た

日
々
精
進
致
し
ま
す
。

（
小
倉
支
部　

小
田
城
聖
）

　

北
九
州
に
於
い
て
『
小
倉
城　

竹

あ
か
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
11
月
４
日
、
東
本
錦
怜
先

生
と
門
下
生
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
天
守
閣
の
下
で
「
☆
竹
あ
か
り

と
琵
琶
と
吟
詠
の
夕
べ
☆
」
と
題
し

て
イ
ベ
ン
ト
出
演
致
し
ま
し
た
。
演

目
は
、
秋
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
や
、

地
元
福
岡
を
題
材
に
し
た
詩
吟
に
和

歌
に
詩
舞
、
新
体
詩
や
聴
く
も
の
を

惹
き
つ
け
る
琵
琶
を
１
時
間
程
。

　

会
場
は
、
小
倉
城
庭
園
。
メ
イ
ン

会
場
は
、
書
院
造
り
の
大
座
敷
。
そ

の
広
縁
か
ら
望
む
池
に
張
り
出
す
浮

島
を
サ
ブ
会
場
と
し
て
つ
な
ぎ
、
お

客
様
に
は
視
線
を
移
し
て
頂
き
な
が

ら
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

池
や
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
森
林
は
、

色
と
り
ど
り
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

レ
ー
ザ
ー
光
線
も
飛
び
交
う
幻
想
的

な
会
場
は
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
思
い
で
し
た
。

　

お
客
様
は
、
私
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト

を
目
指
し
て
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ

た
方
、
ま
た
一
方
で
「
竹
あ
か
り
」

を
観
に
来
ら
れ
、
偶
然
足
を
止
め
て

い
た
だ
い
た
方
な
ど
、
様
々
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
方
も
、
演
者
と
呼
吸
を
合

わ
せ
る
か
の
よ
う
に
集
中
し
て
聞
き

入
っ
て
見
入
っ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
や
先
輩
方
の
姿
に
私
自
身
も

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。「
何
か
わ
か

ら
な
い
け
ど
、
こ
の
場
に
居
た
か
っ

た
。」
と
最
後
ま
で
見
て
く
れ
た
少

女
。「
来
年
も
ぜ
ひ
観
た
い
」「
写
真

撮
っ
て
い
い
で
す
か
？
」
な
ど
、
嬉

し
い
反
応
も
。
館
長
さ
ん
を
は
じ
め

『
小
倉
城
竹
あ
か
り
』
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
、
お
も
て
な

し
を
受
け
て
、
気
持
ち
よ
く
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
し
た
こ
と
も
大
い
に
影
響

し
た
結
果
と
思
い
ま
す
。

　

先
に
開
催
さ
れ
た
『
福
岡
県
本
部

65
周
年
記
念
大
会
』
の
〈Y

o
u
T
u
b
e

〉

配
信
の
宣
伝
も
、
チ
ラ
シ
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
で
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
高
い

芸
術
性
と
発
展
を
続
け
る
北
九
州
の

地
で
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
、

詩
吟
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

活
動
が
で
き
た
な
ら
喜
ば
し
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
も

自
己
研
鑽
を
積
み
、
し
り
込
み
し
な

い
で
舞
台
に
立
て
る
よ
う
稽
古
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
福
岡
中
央
道
場　

田
中
錦
嶺
花
）

〈
写
真
は
次
頁
に
掲
載
〉

☆竹あかりと琵琶と吟詠の夕べ☆

　この度、小倉城庭園にて、「琵琶と吟詠の夕べ」を開催するこ

とになりました。

　「竹害を竹財に」をテーマに開催されている「小倉城竹あかり」

の夜に、武家屋敷を再現した小倉城庭園で演奏できる運びとなり、

誠に嬉しく思います。私たちの演奏が微力ながら地域文化の向上に

寄与できれば幸いです。多くの方のご来場をお待ちしております。

（詩吟朗詠錦城会福岡県本部　東本錦怜）

（筑前琵琶日本橘会　東本旭令）

　〇日　時　　令和４年11月４日（金）　開演19時～ 20時30分

　〇場　所　　小倉城庭園　書院棟　

　〇入場料　　演奏は無料ですが小倉城庭園への入場料が必要と

　　　　　　　なります

　　　　　　　（一般：350円　中高生：250円　小学生：100円）

　〇出　演　　詩吟朗詠錦城会福岡県本部有志

　　　　　　　筑前琵琶日本橘会有志

　　　　　　　日本尺八連盟有志

　竹あかりの日に、このようなイベントが開催されることを嬉し

く思います。

　初めての試みでございますが、庭園内の様々な場所から、琵琶

と詩吟の調べに触れて頂き、紅葉も美しい季節となっております

ので、夜のライトアップと合わせて皆さまに楽しんでいただけれ

ば幸いです。

　このような会を催していただい詩吟朗詠錦城会福岡県本部並び

に筑前琵琶日本橘会有志の皆様には深くお礼申し上げます。

（小倉城庭園　館長　中川康文）
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竹
あ
か
り
と

　

琵
琶
と

　

吟
詠
の

　
　
　

夕
べ

お知らせ!!
錦城会　福岡県本部大会
YouTube配信開始

～演目～

※華道吟　　※漢詩で詠う人生訓　　※流祖山元錦城を偲ぶ（詩舞）

※関門海峡漢詩集　　※万葉集・古今和歌集より

※特別番組　琵吟舞曲「近江八景」　　※和歌・新体詩で綴る日本の風景

※松口月城漢詩集　　※特別番組「道」

～配信元～

詩吟朗詠錦城会　福岡県本部事務局長　益
ます

田
だ

　城
じょう

真
しん

（090-9074-0914）
《心身の健康に、あなたも詩吟・詩舞・琵琶をはじめてみませんか。ご入会をお待ち申し上げます》

　

天
保
７
年
（1

8
3
6

）
１
月
１
日

生
ま
れ
。
何
と
年
齢
も
天
保
６
年
11

月
15
日
生
ま
れ
の
坂
本
龍
馬
と
同
学

年
だ
っ
た
道
仙
。
西
家
は
も
と
も
と

長
崎
御
用
医
師
の
家
系
だ
っ
た
が
、

道
仙
の
曽
祖
父
道
俊
が
勤
皇
の
志
士

で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
に
追
わ
れ
肥

後
（
熊
本
）
天
草
郡
へ
潜
伏
、
以
来

三
代
に
わ
た
り
天
草
の
地
で
医
業
を

行
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
天
草
生
ま
れ

の
道
仙
。
本
名
を
喜
大
（
き
だ
い
）

と
い
っ
た
。

　

西
道
仙
の
肩
書
は
実
に
多
様
だ
。

医
師
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政
治
家
、

教
育
家
・
・
・
挙
げ
れ
ば
ま
だ
ま
だ

キ
リ
が
な
い
。
今
も
祝
宴
や
お
め
で

た
い
席
で
自
然
に
唱
和
す
る
「
万
歳

（
ば
ん
ざ
い
）」
は
、
道
仙
が
全
国
に

錦
城
流
の
教
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

　

漢
詩
の
作
者
（
12
）	

西　
　
　

道　

仙

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A
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A
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A
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A
A

普
及
さ
せ
た
も
の
。
そ
し
て
、
道
仙

は
西
郷
隆
盛
辞
世
の
詩
「
城
山
」
の

作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

孤
立
無
援
の
我
が
軍
は
奮
闘
し
包

囲
を
突
破
し
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
。

思
え
ば
あ
ち
こ
ち
の
堅
固
な
砦
を
く

ぐ
り
抜
け
、
そ
の
間
百
里
の
行
程
で

あ
っ
た
。
我
が
剣
は
す
で
に
く
だ
け

折
れ
、
我
が
馬
も
倒
れ
た
。
今
は
秋

風
吹
く
故
郷
の
山
に
骨
を
埋
め
る
と

し
よ
う
。
明
治
10
年
（1

8
7
7

）、
西

南
の
役
で
の
西
郷
隆
盛
自
刃
の
地
。

西
郷
隆
盛
の
心
の
内
を
思
い
、
道
仙

は
こ
の
詩
を
「
長
崎
自
由
新
聞
」
紙

上
に
掲
載
し
た
。

〈
参
考
文
献
〉　

西
道
仙
―
明
治
維
新

後
の
長
崎
を
駆
け
抜
け
た
快
男
児

長
島
俊
一
著

　

か
つ
て
活
発
に
活
動
し
て
い
た

「
青
年
部
」。
現
在
で
は
、
ご
存
じ
な

い
会
員
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
一
回
限
り
の
青
年
部
通

信
「
錦
青　

北
か
ら
南
か
ら
」
の
復

刻
版
を
発
行
す
る
試
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。
錦
城
会
の
青
年
部
発
足
当
時

か
ら
現
在
ま
で
で
青
年
部
長
を
経
験

さ
れ
た
方
か
ら
、
当
時
の
様
子
や
感

じ
た
こ
と
、
現
在
の
様
子
、
若
い
会

員
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
、
是
非

書
い
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
依
頼
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
元
全
国
青
年
部
長　

佐
藤
錦
杲
）

お
願
い

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
付
き

合
っ
て
３
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

感
染
者
は
、
ま
だ
ま
だ
多
い
で
す
が
、

怖
が
っ
て
ば
か
り
居
ら
れ
な
い
と
、

感
染
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、
各
地

で
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
始
め
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
錦
友
の
記
事

も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
、
全
国
各

地
の
活
動
や
声
を
皆
様
に
お
伝
え
で

き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
（
Ｓ
）
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